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大
学
院
経
済
学
研
究
科

「
政
策
科
学
専
修
」
の
第
１０

回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
世
界
大

不
況
と
日
本
の
行
方
」
が
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、

１
３
０
人
が
聴
講
し
た
。

基
調
講
演
で
浜
矩
子
同
志

社
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
研

究
科
教
授
は
、「
今
日
的
経
済

活
動
は『
ヒ
ト
、モ
ノ
、カ
ネ
』

の
正
三
角
形
で
構
成
さ
れ
る

が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
り
、
三
角
形
は
崩
壊
。
い

か
に
ヒ
ト
の
存
在
を
復
権
さ

せ
る
か
が
今
後
の
課
題
」
と

語
っ
た
。
ま
た
「
金
融
激
震

は
通
貨
に
始
ま
っ
た
」と
し
、

し
ゅ
う

え
ん

基
軸
通
貨
ド
ル
が
終
焉
を
迎

え
て
い
る
と
説
き
、
「
新
し

い
知
恵
を
持
た
な
け
れ
ば
、

こ
の
２１
世
紀
型
世
界
大
不
況

を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

宮
本
光
晴
教
授
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
に
よ
り
進
め
ら
れ
、

金
融
シ
ス
テ
ム
の
立
て
直

し
、
製
造
産
業
の
競
争
力
、

雇
用
問
題
、
マ
ク
ロ
経
済
な

ど
の
側
面
か
ら
、
日
本
経
済

の
「
今
後
」
が
幅
広
く
論
じ

ら
れ
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
▽
浜
矩
子

氏
▽
永
岡
文
庸
・
法
政
大
学

経
済
学
部
教
授
▽
五
十
嵐
敬

喜
・
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ

＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式

会
社
調
査
部
長
▽
田
中
隆
之

専
修
大
学
経
済
学
部
教
授

今
日
的
経
済
活
動
は
「
ヒ

ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
」
の
三
つ

の
要
素
に
よ
る
三
角
形
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
３
辺

の
長
さ
が
等
し
く
、
同
じ
強

さ
の
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
黄
金

の
正
三
角
形
が
成
り
立
つ
こ

と
で
、
地
球
経
済
は
理
想
的

で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
状
態

に
な
る
。

し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
の
中
で
、
カ
ネ
が
大
暴
走

し
、
モ
ノ
が
大
膨
張
を
遂
げ

た
。
昨
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
に
よ
り
、
カ
ネ
の
ベ
ク

ト
ル
が
自
己
破
壊
し
「
ヒ

ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
」
の
三
角

形
は
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
カ
ネ
と
モ
ノ
の

２
辺
は
政
策
的
・
人
為
的
テ

コ
入
れ
に
よ
り
、
不
自
然
に

伸
ば
さ
れ
た
状
態
に
な
っ

た
。
そ
の
間
に
は
さ
ま
れ
、

ヒ
ト
の
ベ
ク
ト
ル
は
痛
め
つ

け
ら
れ
、
雇
用
大
受
難
状
況

に
陥
っ
た
。

そ
の
歪
ん
だ
三
角
形
を
我

々
は
、
世
界
中
で
目
の
当
た

り
に
し
て
い
る
。
ヒ
ト
の
辺

を
、
正
し
い
長
さ
に
戻
す
こ

と
が
差
し
迫
っ
た
問
題
だ
。

ヒ
ト
の
部
分
の
強
化
を
考

え
る
意
味
で
、
も
う
一
つ
の

三
角
形
の
イ
メ
ー
ジ
を
提
示

し
た
い
。
そ
れ
は
「
地
球
、

国
家
、
地
域
」
す
な
わ
ち「
グ

ロ
ー
バ
ル
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、

ロ
ー
カ
ル
」
三
つ
の
組
み
合

わ
せ
だ
。
同
じ
強
さ
を
も
っ

て
組
み
合
わ
さ
っ
た
と
き
、

地
球
時
代
の
共
存
共
栄
の
姿

が
現
れ
る
。

「
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
」

と
の
接
点
を
考
え
る
な
ら
ば

ヒ
ト
は
「
地
域
」に
根
差
す
。

し
か
し
、
「
地
球
」
が
の
さ

ば
り
す
ぎ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
市
民
生
活

の
隅
々
に
至
る
ま
で
浸
透

し
、
「
ヒ
ト
・
地
域
」
が
振

り
回
さ
れ
て
き
た
。
今
、
そ

の
復
権
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
だ
が
、
現
状
は
、
国
家
と

い
う
ベ
ク
ト
ル
が
で
し
ゃ
ば

り
す
ぎ
て
い
る
。

多
く
の
国
々
が
や
っ
か
い

な
病
に
感
染
し
て
い
る
。
病

名
は
「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば

病
」
で
あ
る
。
「
我
が
国
の

企
業
さ
え
よ
け
れ
ば
、
我
が

国
の
産
業
さ
え
よ
け
れ
ば
、

我
が
国
さ
え
よ
け
れ
ば
」
と

い
う
病
だ
。
こ
の
病
に
感
染

す
る
と
「
保
護
主
義
」
と
い

う
政
策
対
応
が
生
じ
る
。「
愛

国
消
費
」「
愛
国
金
融
」「
愛

国
雇
用
」
で
、
す
べ
て
の
国

が
こ
の
三
つ
に
走
れ
ば
、
世

界
経
済
は
崩
壊
だ
。

２１
世
紀
版
世
界
大
不
況
が

深
ま
る
中
で
国
家
の
突
出
は

気
が
か
り
な
状
況
だ
。

さ
て
、
「
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ

ネ
」
三
角
形
で
注
目
す
べ
き

テ
ー
マ
は
カ
ネ
で
あ
る
。
サ

ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
と

そ
の
後
の
過
程
に
お
い
て

も
、カ
ネ
に
始
ま
り
、カ
ネ
に

終
わ
る
と
い
う
展
開
で
あ

る
。今

、
金
融
の
大
激
震
が
通

貨
の
市
場
に
大
波
乱
に
も
た

ら
す
展
開
だ
が
、
実
は
通
貨

で
始
ま
っ
て
金
融
を
経
由
し

て
通
貨
で
終
わ
る
と
い
う
物

語
だ
。

て
ん

ま
つ

一
連
の
顛
末
の
出
発
点

は
、
１
９
７
１
年
８
月
１５
日

に
金
ド
ル
交
換
停
止
を
行
っ

た
「
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
」

で
あ
る
。

ド
ル
は
金
と
つ
な
が
り
の

な
い
た
だ
の
通
貨
と
な
っ

た
。
米
国
は
ド
ル
紙
幣
を
た

く
さ
ん
刷
っ
て
、
た
く
さ
ん

使
っ
て
具
体
的
な
経
済
成
長

戦
略
を
た
て
た
。

そ
の
結
果
、
米
国
経
済
は

超
イ
ン
フ
レ
と
な
り
、
高
金

利
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、

米
国
は
金
利
の
自
由
化
に
踏

み
切
っ
た
。
金
利
の
自
由
化

あ
り

に
よ
り
「
蟻
の
一
穴
」
が
あ

い
た
。
金
融
の
自
由
化
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
Ｉ
Ｔ
化
、
高

額
化
、
証
券
化
へ
と
弾
み
が

つ
き
、
あ
と
は
「
帰
ら
ざ
る

河
」
で
あ
る
。

ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
な

か
っ
た
ら
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
通

貨
か
ら
始
ま
っ
て
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
で
金
融
に
き

た
。そ
し
て
今
、通
貨
市
場
の

大
波
乱
で
も
う
一
度
、
通
貨

の
世
界
に
戻
っ
て
き
た
の

だ
。ド

ル
は
金
と
交
換
可
能
な

通
貨
で
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ

で
、
世
界
の
基
軸
通
貨
で
な

く
な
っ
た
。
だ
が
、
世
界
は

そ
の
後
も
「
裸
の
王
さ
ま
」

ド
ル
を
支
え
続
け
た
。
米
国

の
カ
ネ
の
借
り
過
ぎ
、
使
い

過
ぎ
、
モ
ノ
の
買
い
過
ぎ
、

双
子
の
赤
字
、
米
国
に
カ
ネ

が
集
ま
り
過
ぎ
て
、
そ
の
カ

ネ
を
高
い
利
回
り
で
回
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て

奇
妙
な
金
融
派
生
商
品
が
出

て
く
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を

た
ど
っ
た
。

今
回
の
よ
う
な
世
界
大
不

況
の
再
現
を
阻
む
に
は
、
世

界
、
な
か
ん
ず
く
米
国
が
、

最
終
的
に
ド
ル
は
基
軸
通
貨

で
は
な
い
と
い
う
認
識
を
持

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
年
９
月
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー

グ
で
の
Ｇ
２０
金
融
サ
ミ
ッ
ト

で
は
、
資
金
の
遍
在
、
富
の

偏
在
、
借
金
の
偏
在
と
い
う

不
均
衡
問
題
を
解
決
し
な
い

と
本
質
的
な
解
消
に
な
ら
な

い
と
い
う
発
想
が
よ
う
や
く

出
て
き
た
。

直
後
に
世
界
銀
行
の
Ｒ
・

ゼ
ー
リ
ッ
ク
総
裁
が
「
そ
ろ

そ
ろ
ド
ル
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が

指
定
席
だ
と
思
い
こ
ま
な
い

方
が
い
い
」
と
慎
重
な
が
ら

発
言
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨

基
金
）
と
並
ぶ
ド
ル
基
軸
体

制
の
担
い
手
で
あ
る
世
銀
の

総
裁
が
そ
う
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
と
こ
ろ
に
、
カ
ネ
か
ら
カ

ネ
へ
展
開
す
る
ド
ラ
マ
が
最

終
局
面
に
来
た
と
感
じ
る
。

ま
た
藤
井
裕
久
財
務
相
の

「
日
本
は
い
つ
ま
で
も
円
安

容
認
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
」
と
い
う
発
言
は
、
的

を
射
て
い
る
。

こ
の
世
界
同
時
不
況
ド
ラ

マ
を
包
含
し
た
も
っ
と
大
き

な
ド
ラ
マ
が
、
基
軸
通
貨
ド

ル
終
焉
物
語
で
は
な
い
か
。

で
は
次
の
基
軸
通
貨
は
何

か
。
そ
も
そ
も
世
界
的
な
基

軸
通
貨
と
い
う
も
の
が
存
在

す
る
時
代
は
終
わ
る
と
い
う

こ
と
だ
。
米
国
が
豊
か
に
な

る
こ
と
は
世
界
が
豊
か
に
な

る
と
い
う
関
係
が
成
り
立
っ

て
い
る
時
の
み
、
ド
ル
は
基

軸
通
貨
で
あ
り
得
た
と
い
う

こ
と
な
の
だ
。

Ｇ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
時

代
に
、
米
国
が
一
国
主
義
的

に
突
っ
走
っ
た
こ
と
が
、
世

界
の
政
治
、
経
済
、
社
会
に

い
か
に
大
迷
惑
を
も
た
ら
し

た
か
。今
や
、明
ら
か
に
米
国

は
基
軸
通
貨
国
で
は
な
い
。

地
球
経
済
時
代
は
、
突
出

し
て
強
い
も
の
の
存
在
を
許

さ
な
い
時
代
だ
。
通
貨
の
世

界
は
無
重
力
時
代
、
あ
る
い

は
群
雄
割
拠
時
代
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
今
日
の
基

軸
通
貨
が
明
日
の
ジ
ャ
ン
ク

通
貨
に
な
る
わ
け
だ
。

物
語
は
、
通
貨
・
金
融
・

通
貨
と
い
う
ふ
う
に
展
開
し

て
き
た
。
当
面
の
最
終
テ
ー

マ
は
、
基
軸
通
貨
ド
ル
終
焉

物
語
に
、
い
か
に
幕
を
下
ろ

す
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思

う
。
歴
史
を
見
れ
ば
、
な
か

な
か
静
か
に
は
下
り
な
い
だ

ろ
う
が
。

緊
迫
し
た
厄
介
な
状
況
で

思
い
起
こ
す
言
葉
は
、
ヘ
ー

ゲ
ル
の
「
ミ
ネ
ル
バ
の
フ
ク

た
そ

が
れ

ロ
ウ
は
黄
昏
時
に
飛
び
立

つ
」
だ
。

ひ
と
つ
の
時
代
を
支
配
し

て
い
た
考
え
や
枠
組
み
、
制

度
、体
制
、時
代
を
規
定
し
て

い
た
哲
学
が
そ
の
役
割
を
終

え
、
時
代
遅
れ
と
な
っ
て
、

そ
の
黄
昏
の
中
か
ら
、
「
新

し
い
知
恵
は
こ
っ
ち
の
方
向

に
あ
る
」
と
宣
言
し
な
が

ら
、
知
恵
の
女
神
の
使
者
で

あ
る
ミ
ネ
ル
バ
の
フ
ク
ロ
ウ

が
飛
び
立
っ
て
い
く
。「
古
い

知
恵
の
黄
昏
の
中
に
、
新
し

い
知
恵
の
夜
明
け
あ
り
」
。

人
類
の
歴
史
は
前
に
前
に
と

進
ん
で
い
く
の
だ
と
ヘ
ー
ゲ

ル
は
言
い
た
か
っ
た
の
だ
。

新
し
い
知
恵
を
持
た
な
け

れ
ば
、
こ
の
２１
世
紀
型
恐

慌
、
世
界
大
不
況
を
乗
り
越

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ミ

ネ
ル
バ
の
フ
ク
ロ
ウ
を
元
気

よ
く
高
ら
か
に
飛
翔
さ
せ
る

こ
と
。
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

会
計
学
研
究
所
（
所
長
∥

柳
裕
治
商
学
部
教
授
）
主
催

の
特
別
講
演
会
「
不
況
克
服

へ
の
経
営
変
革
の
体
系
的
方

法
」
が
１０
月
６
日
に
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
学
生

・
院
生
・
教
員
３
０
０
人
ほ

ど
が
聴
き
入
っ
た
。
講
師
の

門
田
安
弘
教
授
（
筑
波
大
学

名
誉
教
授
・
目
白
大
学
教

授
）
∥
写
真
∥
は
、
ト
ヨ
タ

生
産
方
式
を
世
界
に
紹
介
し

た
著
書
『
ト
ヨ
タ
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
』
に
よ
り

日
経
・
図
書
経
済
文
化
賞
を

受
賞
し
た
、
公
認
会
計
士
試

験
委
員
の
経
験
も
あ
る
管
理

会
計
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

る
。講

演
は
、
来
年
４
月
に
刊

行
予
定
の
門
田
教
授
の
著
書

『
不
況
に
克
つ
経
営
変
革
』

を
も
と
に
、
コ
ア
事
業
の
追

求
と
Ｍ
＆
Ａ
、
グ
ル
ー
プ
再

編
と
事
業
選
別
、
全
社
的
コ

ス
ト
削
減
と
労
務
対
策
、
現

場
改
善
の
徹
底
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
実
際
の
企
業
を
取

り
扱
っ
た
企
業
小
説
に
よ
る

実
践
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
不
況
を
克
服
す

せ
ん

る
経
営
変
革
の
処
方
箋
に
つ

い
て
、「
経
営
危
機
に
際
し
て

大
事
な
こ
と
は
、
自
己
の
も

つ
強
み
を
見
い
だ
し
て
、
市

場
環
境
の
中
に
あ
る
ニ
ー
ズ

や
チ
ャ
ン
ス
に
結
び
つ
け
る

こ
と
で
あ
り
、
強
み
の
総
力

を
結
集
し
て
難
局
に
あ
た
る

べ
き
で
あ
る
」
と
結
ん
だ
。

２
０
１
０
年
４
月
に
人
間

科
学
部
（
心
理
学
科
・
社
会

学
科
）
が
新
設
さ
れ
る
の
を

機
に
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１１

号
館
に
心
理
教
育
相
談
室
が

移
転
し
、
充
実
し
た
施
設
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
（
１０
月
号

既
報
）。

新
施
設
の
見
学
会
と
記
念

講
演
会
が
１０
月
１０
日
に
行
わ

れ
、
藤
岡
新
治
心
理
教
育
相

談
室
長
（
商
学
部
教
授
）
が

「
心
理
臨
床
と
心
理
査
定
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。
心
理
査

定
の
大
切
さ
と
、
新
施
設
が

果
た
す
べ
き
社
会
的
貢
献

の
大
き
な
可
能
性
を
強
調

し
た
。

日
本
心
理
臨
床
学
会
理

事
長
の
鶴
光
代
跡
見
学
園

女
子
大
学
教
授
は
、
「
心

理
臨
床
の
こ
れ
か
ら
」
と

題
し
講
演
。
冒
頭
、
新
施

設
が
、
本
学
の
こ
れ
ま
で

の
心
理
教
育
相
談
室
の
活

動
経
験
を
生
か
し
て
隅
々

ま
で
配
慮
が
生
き
届
い
た

先
進
的
な
施
設
で
あ
る
こ

と
へ
の
賛
辞
と
、
相
談
室

の
今
後
の
発
展
に
対
す
る

大
き
な
期
待
が
述
べ
ら
れ

た
。
そ
の
後
、
同
理
事
長

が
専
門
と
す
る
心
理
臨
床

の
方
法
、
と
く
に
教
育
的

援
助
と
し
て
の
臨
床
動
作

法
が
ビ
デ
オ
を
交
え
て
詳
し

く
紹
介
さ
れ
、
出
席
者
は
熱

心
に
メ
モ
を
取
る
な
ど
し
て

い
た
。

「
政
策
科
学
専
修
」
第
１０
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

不況に克つ
経営変革とは

壊
れ
た
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」正
三
角
形

「
ヒ
ト
」の
復
権
が
急
務

浜

矩
子
氏

同
志
社
大
学
大
学
院

ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
教
授

金
融
激
震
は
通
貨
に
始
ま
っ
た

▲ 新しい心理教育相談室

を見学する方たち

基
軸
通
貨
終
焉
の
時
代

▲ パネルディスカッションで左から宮本教授、

浜氏、永岡氏、五十嵐氏、田中教授

心心
理理
教教
育育
相相
談談
室室
内内
覧覧
会会

藤
岡
室
長
、鶴
光
代
氏
が
講
演

▲ 「心理臨床のこれから」と

題して講演した鶴教授

藤岡 新治室長
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